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周
防
大
島
高
校
３
年
生
の
堀
本
範
子

（
柳
井
市
）
さ
ん
が
、
７
月
28
日
、
29
日

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回
全
国
高
校

囲
碁
選
手
権
大
会
の
女
子
の
部
、
８
月
１

日
、
２
日
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
囲
碁
部
門
の
団
体

戦
（
周
防
大
島
高
校
・
山
口
中
央
高
校
・

下
関
西
高
校
の
チ
ー
ム
）
で
そ
れ
ぞ
れ
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。　

　

堀
本
さ
ん
は
小
学
３
年
生
の
時
に
、
囲
碁
が
趣
味
の
お
父
さ
ん
の
影
響
で

習
い
始
め
、
現
在
で
は
週
２
回
、
碁
会
所
に
通
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
、
対
局
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

堀
本
さ
ん
は
日
本
代
表
と
し
て
、
海
外
で
開
催
さ
れ
た
試
合
に
も
出
場
し

た
経
験
も
あ
り
、「
囲
碁
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
多
く
の
人
々
と
交
流

が
で
き
る
の
で
楽
し
い
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ー  スペシャルトークショーを開催  ー
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８
月
20
日
、
星
野
哲
郎
記
念
館
の
開
館
２
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
作
詞
家
の
荒
木
と
よ
ひ
さ
さ
ん
（
代
表

作
・
四
季
の
歌
／
芹
洋
子
な
ど
）、
作
詞
家
の
も
ず
唱
平
さ

ん
（
代
表
作
・
花
街
の
母
／
金
田
た
つ
え
な
ど
）、
音
楽
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
西
良
太
郎
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
荒
木
と
よ
ひ
さ
さ
ん
、
も
ず
唱

平
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
作
を
数
曲
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て
披
露

し
、
当
時
、
作
詞
さ
れ
た
時
の
苦
労
話
な
ど
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
星
野
哲
郎
さ
ん
と
出
会
っ
た
こ
ろ
の
話
や
、
今

ま
で
作
詞
さ
れ
た
詞
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
を
、
時
折
冗

談
を
交
え
て
話
さ
れ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
終
始
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
社
団
法
人
霜
仁
会

（
山
口
大
学
医
学
部
同
窓
会
）
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
霜
仁
会
の
地
域
貢
献
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
町
へ
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
浮
島

地
区
学
習
等
供
用
施
設
へ
設
置
し

て
い
ま
す
。 Ａ

Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

▲東良輝会長（霜仁会）から、椎木町
長へ手渡されました。

優
勝

▲左から、荒木とよひささん、もず唱平さん、小西良太郎
さん


